






女流画家協会研究部 会場：東京都美術館2F 文化棟スタジオ
毎月1回金曜日に実施　※都合により他の曜日になることもあります。

　研究会は、都美術館2Fスタジオで8月、12月を除く年

10回行われています。裸婦、コスチューム、ダブルポー

ズなどで、クロッキー3ポーズの中から固定ポーズを決

め、鉛筆、パステル、水彩など自由に好きな画材を使っ

て制作しています。参加者の希望になるべく沿った形に

し、参加者は会員、出品者、女流には出品していない

方、遠方からの方など様々です。又、毎回委員を講師

に、部員の持ち寄ったエスキース、作品写真等の講評を

行っています。2月には毎年茶話会(軽食、お茶)で意見
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最新の展示情報を掲載しています。委員・会員の展覧

会場へ足をお運びいただくことで、作家同士の新たな出

会いや交流のきっかけとなっています。また、一般の方

からも好評をいただいています。

2.女流画家協会ブログ
まだ生まれたてのページです！（スマートフォン対応）

女流画家協会展に関わる多くの作家の皆さまに登場して

✿皆さまで盛り立ててくださいますようお願い申し上げます。情報提供・お問合せはHP係まで。（中嶋）

2021　第74回女流画家協会展のお知らせ
会期　5月29日（土） ▶  6月4日（金）  　東京都美術館
年に一度展覧会を楽しみましょう！ 貴女の出品をお待ちしています。

Vol.8では、会報をより楽しんでいた

だくためにページ数を増やしまし

た。コロナウイルスは世界中に拡

散。未曽有の事態の中で、絵を描く

ことが心の癒しと明日への希望に繋

がることを祈りつつ。（Ｋ）
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交換をする場を持ち、交流を深めています。その時に前

年度の皆勤賞、精勤賞(年1回欠席)の方には、ささやか

な賞品を贈っています。スタジオで輪になって、自己紹

介、研究会に対する希望等語っていただき、部員の方た

ちの声に耳を傾けました。その時に出た希望としてムー

ビングも検討中です。通常は13時30分開始ですが、熱

心な方はお弁当持参で、早めに来て、場所を確保して

いる方もいます。委員、会員、出品者の壁を取り払って、

自由に意見交換できる場にと心がけています。　 （松本）

✿詳しくは女流画家協会ホームページブログでも紹介されています。こちらの記事もご覧ください。

頂く予定です。まずは研究部の様

子、地方在住や初出品の方々の声

を中心に発信したいと考えています。

協会概要や出品規定、入賞作品画像など

を掲載しています。国内だけではなく韓

国・中国・台湾・シンガポールなどアジア

各国からのアクセスも多く、昨年１年間の

PV(ページビュー)数は61,228。

そのほとんどは会期前後に集中

しています。今年度は、年間を

通して多くの方々にアクセスして

頂けるよう、新たに2つのページ

を立ち上げました。


